


わいわい広場
ひ ろ ば

(認知症カフェ)ってどんなところ？ 

目指そう!! 認知症になっても 

安心して暮らせる地域（まち）へ 

【２０２５年１１月】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

可児市 帷子 

地域包括支援センターだより 

 

高齢者・ご家族 

の皆様へ 

日時：１１月２６日（水） １０：００～１１：３０    

場所：麦の丘（東帷子３８２７－６） ※喫茶代は実費になります。 

連絡先：帷子地域包括支援センター ☎６６－３３７７ 申し込み不要 

 

その１【わいわい広場】 

【 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 】とは 

介護や支援が必要な方、または必要となる恐れのある方を対象とした“総合相談窓口”です。 

電 話 や 訪 問 、 来 所 にてお受けします。 

認知症のあるご本人、ご家族の方が普段の生活について話し合いながら、

医療・介護の専門職に気になることを聞くことができる茶話会です(^^♪ 

認知症のある方は急速に増加し、 

５人 に １人 の時代へ 

   集う 知る 楽しむ 

今月の特集
とくしゅう

 

回覧 

令和 6年度の様子 

日時：１２月４日 （水） １３：３０～１５：３０  場所：福祉センター内  

申込先：可児市役所高齢福祉課 ☎６２－１１１１ 

※予約制。QRコードを読み込み、予約可能。 

 

その３【権利擁護 講演会】 

今 月 の お し ら せ 

お ね が い 
※当センターにご来所いただく際は、スタッフが他の相談者の対応、

訪問等で不在の場合もありますので、あらかじめご予約をいただくと、お待たせせずお話でき

ます。下記連絡先までお電話ください。 

問い合わせ先：可児市帷子地域包括支援センターTEL：６６-３３７７（帷子地区センター内） 

 

 

その２【とうのうカフェ】 日時：１１月１２日（水） １３：３０～１５：００    

場所：可児とうのう病院内 申し込み不要 

 





日 月 火 水 木 金 土

1

将棋クラブ

10:00

2

おやすみ

3

文化の日

おやすみ

4

おはなしタイム

11:00

子育て相談日

5

おともだちとあそぼう

10:00

6

おはなしタイム＆

ミニリトミック

11:00

子育て相談日

7

おはなしタイム

11:00

子育て相談日

8

茶道クラブ

9:30

手芸クラブ B

13:30

9

おやすみ

10

かたびラッコ

サロン

10:00

11

おおきくなったかなデー

10:00

子育て相談日

13:00～16:00

12

たんぽぽ工作

10:30

13

ママとあそぼう

１部 10:00

２部 11:00

子育て相談日

14

すくすくひろば

１部 10:00

２部 11:00

子育て相談日

15

卓球クラブ

10:00

あそびの教室

13:30

16

おやすみ

17

おやすみ

18

ひよこ・こっこタイム

10:00

栄養相談 11:00

子育て相談日

19

おともだちとあそぼう

10:00

20

おはなしタイム

11:00

子育て相談日

21

おはなしタイム＆

ミニリトミック

１1:0０

子育て相談日

22

絵手紙クラブ

10:00

かぞくとあそぼう

13:30

23

勤労感謝の日

30

おやすみ

24

振替休日

おやすみ

25 11 月生まれ

おたんじょうび

おめでとうデー

11:00

子育て相談日

26

たんぽぽタイム

10:30

27

ママとあそぼう

１部 10:00

２部 11:00

子育て相談日

28

すくすくひろば

１部 10:00

２部 11:00

子育て相談日

29 秋まつり
たんぽぽ秋まつり

10:30～12:00

児～セン秋まつり

13:30～15:00

《かぞくとあそぼう》「かぞくとスポーツを楽しもう！」

22 日(土) 13:30～14:00 運動場でおうちの人とミニバドミントンやドッヂボールなど一緒にスポーツを楽しみましょう‼

対象：3 歳以上・就園児・小学生とその家族 定員：5 組 申込み：10 月 11 日(土)～ 雨天時室内で行います

※本人または保護者が直接センターにて申込んでください。

《地域ふれあい活動 秋まつり》 29 日(土)

たんぽぽ秋まつり 10:30～12：00
「秋を感じて体を使って楽しくあそぼう」

射的・ダーツ・パラシュット・スカットボール・ふらばーる

対象・定員：幼児親子2歳以上20名 小学生 20名

主催：母親クラブたんぽぽ会

児～セン秋まつり 13:30～15：00
「手作りおもちゃを作って遊び、ゲーム大会も楽しもう」

手作りおもちゃ、千本くじ・サイコロゲーム・パンチボックス

対象・定員：幼児親子2歳以上20名 小学生 20名

主催：はとぶき山を緑にする会・帷子こどもボランティア

※どちらも 持ち物：お茶・手ふきタオル

申込み：10 月 11 日(土)～

※本人または保護者が直接センターにて申込んでください。

令和 7 年 10 月１５日発行 TEL６５－７１１１ FAX６５－７１３４

《開館時間》8：30～17：00 《休館日》日曜日、祝日、第１・３月曜日

《子育て相談日》毎週火、木、金曜日 10：00～15：00 指定管理者シダックス大新東ヒューマンサービス(株)

回
覧

NO.507

《あそびの教室 ドッジボール大会》
15 日(土)13:30～
お友だちもさそってみんなで

ドッジボール大会にさんかしよう♪ 外でやるよ～♪
対象・定員：小学生１6 名 申込み：10 月 11 日(土)～

※雨天の時室内でドッジビーをやります。

※本人または保護者が直接センターにて申込んでください。

《母親クラブ たんぽぽの会》

第２,４水曜日 10:00～

こどもたちのために活動しています。
クラブ員募集中です。12 日はプルトッ

プのブローチ or ストラップ作りです

《かたびラッコサロン》

第２月曜日 10:00～

帷子民生児童委員さんの活動です。

今月は手作りおもちゃです。

ぜひ、ご参加ください。

《学校に行きたくない子、行けなくて家にいる子へ》
かたびら児童センターにぜひ遊びに来てくださいね♥

ボランティア活動もできますよ!

特に平日 13:00～15:00 は比較的来館者も

少なくゆっくり遊べます。
初回は、保護者の方と一緒に来て、利用カードを出してくだ

さい。詳しいことは児童センターにお問い合わせください。

《 X ・インスタグラム》

行事・
イベント等
チェックして
みてね!



《おはなしタイムポイントカード》
おはなしタイム 11：00～に参加してシールを集めよう!!

ミニリトミックもやっています。 対象：幼児親子

5 ・ 10 ポイントでお楽しみ景品がもらえるよ!!

《おおきくなったかなデー》
毎月第 2 火曜日 10：00～12：00

11 日(火) 身長・体重測定 対象：幼児親子

～9 月のようす～

《ママとあそぼう》
（Ｒ5 年４月２日～

Ｒ6 年４月１日生まれ）

13日(木)「ボールであそぼう」

27 日(木)「新聞であそぼう」
時間：１部 10：00～

２部 11：00～

定員：各 10 組

申込み：10 月 23 日(木)～

《すくすくひろば》
（Ｒ6 年４月２日生まれ～現在）

14 日(金)「リトミック」

28 日(金)「のりものであそぼう」
時間：１部 10：00～

２部 11：00～

定員：各 10 組

申込み：10 月 24 日(金)～

※妊婦さん見学大歓迎!!

《おともだちとあそぼう》
（Ｒ4 年４月２日～

Ｒ5 年４月１日生まれ）

5 日(水)「英語であそぼう」

19 日(水)「サーキットあそび」
時間：10：00～

定員：各 15 組

申込み：いつでも受付中

※一年間会員制クラブです。

幼児クラブ
お子さんの年齢をご確認のうえお申込みください。(定員になり次第締め切ります)

電話での申込みは、申込み日の 13 時以降受け付けております。

お休みのときは行事の時間を避けて、早めにご連絡ください。

《ひよこ・こっこタイム 4 館合同食育活動》
18 日(火)

10:00～「からだにおなかにいい話♡

～よくかんで親子で腸活～」
おなかのトラブルについてどういうものを食べるといいか

お話します。試食はありませんが作り方をデモンストレーシ

ョンします。

11:00～「栄養相談」
参加された方もそうでない方もお気軽にご相談ください。

対 象：未就園児親子 定員：10 組

申込み：10 月 16 日(木)～

※4 つの館のうち参加は 1 回のみです。

《11月生まれ おたんじょうびおめでとうデー》
25 日(火) 11:00～
毎月第 4 月曜日にその月のお誕生日を迎えた乳幼児さん

を対象に児童センターでお祝いをしています。

※11 月は第 4 火曜日になります。

前日までに遊戯室のお誕生表に名前のカードを

貼ってくださいね! （予約制）

詳しいことはセンターの先生に聞いてくださいね!

お誕生日カード（手形もするよ）やプレゼントもお楽しみに♪

《たんぽぽタイム工作》
「プルトップのブローチ or ストラップ」

12 日(水) 10:30～
対象：未就園児親子

定員：10 組 申込み：10 月 15 日(火)～ 託児あります

母親クラブたんぽぽの会主催
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岐阜医療科学大学 なないろルーム 

2025年度 第 7回  公開講座 

『自分らしく生きる 
そして、逝くを考える』 

11月 15 日（土）10：00 -11：15 
会場：岐阜医療科学大学 可児キャンパス 

 

申込期間： 11月 6日(木)～13日(木)  

申込方法： WEB受付（左記QRコードより） 

又は大学ライン・メール・電話にて 
申し込みください。 

 
 

 

  

 

 

講師：看護学科 教授  薬袋 淳子  

自分の人生を振り返ったときにいい人生だった、十分に 

生ききったと思えるよう、日々暮らすことが大切です。 

先に逝った方々が語ってくれた最期まで自分らしく生きる

ためのポイントをお伝えします。 

 

 

 

 

 

 

メール：nanairo@u-gifu-ms.ac.jp 

※メールタイトルを「11月 15日の公開講座申込」とし、本文にお名前、 

お電話番号、お住まいの市町村、交通手段（車・徒歩など）をご入力ください。 

電 話：0574-66-7877（なないろルーム直通 10：00～16：00） 

※なないろルームに繋がらない時は 0574-65-6555（可児キャンパス） 

に電話をおかけください。 

 

なないろルームQRコード 

なないろ ルーム 
地域とつながるあたたかい場所 

会場：可児市虹ヶ丘４丁目３－３（岐阜医療科学大学内） 
※車のナビで検索される場合は、住所(可児市虹ケ丘４丁目 3-3)を入力してください。 

なないろルームホームページ https://www.nanairoroom.u-gifu-ms.ac.jp/courses 

回覧 

先着順となります 

ので、お早めに 

お申し込みください！ 

 

 

リンク先の該当講座 

【この講座を申し込む】

からご予約お願いいた

します。 
 

mailto:nanairo@u-gifu-ms.ac.jp


回覧
可児市のご協力により、岐阜医療科学大学と

（株）レナテックが共同で行う

令和７年度経産省Go-Tech研究助成金事業

今話題のメタロ・バランス検査

認知障害 ＆がん
リスク検査

２４,200円が無料に！

もしかして軽い
認知機能の低下
があるかも

※認知障害検査はMCI（軽度認知障害）検査です。MCIは認知症の手前で、トレーニングなどによる
回復が見込まれています。放置すると1年で10％が認知症に進み、認知症になると回復は困難です。

特典①
たった一度の採血でがんとMCIのリスクが検査できる
メタロ・バランス検査を無料でご提供いたします。

特典②
MCIのリスクが高い方は、抽選で６ヶ月間無料の回復
トレーニング（レモンスクール）が受けられます。

詳細は裏面をご覧ください ＞＞＞

対象者

●採血のご協力＋自宅採尿をご持参いただける方

●以前と比べて物忘れが多いと感じる方

●ご家族や周りの方から物忘れを指摘されることが多くなった方

●採血場所（桜ケ丘クリニック）に来ていただける方

●この検査でMCIリスクが高いと判定された方の中で、抽選で選ば

れた場合は、2026年4月～9月、2026年10月～2027年3月のい

ずれかで、週1回90分、可児市内で開校するMCI回復レモンスクー

ルにご参加いただけます（参加費無料）

・免疫不全症候群の方

・先天性代謝異常の方

・透析をされている方

・現在がんの方、またはがん治療終了後

1年未満の方

・認知症と医療機関で診断された方

・認知症治療中の方

65～80歳までの男女（市内優先） 注意
以下の方は
お申込みができません。

会
場 桜ケ丘クリニック

（可児市桜ケ丘６丁目73-8）
お車でお越しいただけます

日
程

11月25日（火） 12月23日（火） 1月27日（火）
2025年 2026年

いずれかの１日、9：00～12：00の間となります。

0463-74-4646
専用
電話

：

運営：株式会社レナテック 神奈川県伊勢原市高森4-19-15
0463-92-6114（平日9時～17時 土日祝休み）

お申込み
はこちら

https://gotech.renatech.co.jp/kan

QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

お申込みはこちら ★先着300名です。お早めに★

桜ケ丘クリニッ

クでは対応い

たしません。

65～80歳の
方がお申込み
できます

https://gotech.renatech.co.jp/kan


可児市のご協力により、岐阜医療科学大学と
（株）レナテックが共同で行う
令和７年度経産省Go-Tech研究助成金事業

研究に協力できるかたを募集します！

レナテックが提供する「メタロ・バランス検査」全員無料！！

参加いただく研究の内容について

この研究では

①ご自宅で尿を採取して、当社に送るだけでMCIの検査ができる簡便で、
安価な検査を開発します。
②筑波大学と岐阜医療科学大学との共同研究で、効率の高いMCI包括介入療法を開
発します。非薬物療法で、効果が高く、安全・安価であるレモンスクールを立ちあげ、社
会実装研究を行います。そして、MCI回復方法（レモンプロトコル）を完成し全国の皆様
にお届けいたします。

皆さまのご参加をお待ちしております！皆さまのご参加をお待ちしております！ 研究の詳細
お申込みは
こちら

運営：株式会社レナテック 神奈川県伊勢原市高森4-19-15
0463-92-6114（平日9時～17時 土日祝休み）

血液中の17種類の金属元素濃度を調べその濃度バランスから、がんにかかっている危険度を調

べるという世界初のがんリスク（国内・海外特許取得済み）です。

この検査は、経済産業省の研究助成金を受けて、神奈川県立がんセンターと千葉県がんセンター

との共同研究で生まれました。２０１９年から実用化した新しい検査です。

男性は胃・大腸・肺・すい臓・前立腺の６種類、女性は大腸・胃・肺・肝臓・すい臓・乳・子宮頸・子宮

体・卵巣の９種類のがん危険度を部位別に判定いたします。

また２０２４年からＭＣＩになっている危険度を検査することも出来るようになりました。

この検査費用は合わせて、24,200円（税込）で行っています。

経済産業省の研究助成金（Go-Tech）をもとに、筑波大学、岐阜医療科学大学との共同研究で、

MCIを早期に発見し、脳トレ・運動トレなどの介入療法によりMCIから回復することを目指します。現

在MCIの方は増え続けています。最新の調査では、65歳以上の方の16％、550万人もの方がMCIと

いわれています。早期にMCIを見つけて対応しなければならず、その遅れが大きな社会問題となって

います。しかし、現在安価で簡便なMCI検査がありません。また、MCIが見つかっても、よい薬がありま

せん。最近、開発された高額な薬でも、進行を遅らせる事しかできません。一方、MCIの非薬物療法で

ある運動トレーニングや脳トレ療法は大学等で長年研究し、良い成果が出ていますが、まだ皆様のお

手元に届いていません。今回は、可児市・関市・岐阜市と共同で実施いたします。

レモンプロトコル：Rehabilitation for MCI of one-set protocol

レモンプロトコル尿検体検査

運動療法 認知訓練 在宅トレーニング遠隔管理



大きな声で「おはようございます」
　今年度もあいさつを通して大人と青少年との信頼を深め、進んで「おはようございます」と言える子を育てるために
「あいさつ運動」を行いました。広陵中学校、西可児中学校、帷子小学校、南帷子小学校で、生徒、先生、PTAの協力を得
ました。子供たちの大きな声のあいさつで朝から元気を貰い、気持ちの良い一日のはじまりになりました。

心に響く熱い思い「わたしの主張2025」
　少年の主張可児市大会「わたしの主張2025」が6月14日（土）、可児市文化創造センター主劇場で開かれました。市内
6中学校（各校代表者2人）から選ばれた12人の生徒が自らの主張を熱く訴えました。
　最優秀賞には伊賀井雫さん（中部中学校）の「多文化共生のまちを目指して」、優秀賞には村田光希さん（東可児中学
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　皆さんは「精神疾患」と聞いて何を思いますか？
　精神疾患、最近ではよく耳にする言葉ですが具体的にどんなものか知らない人も多くいると思い
ます。精神疾患とは気分の落ち込みや幻覚・妄想など、思考や感情・行動にさまざまな影響のでる疾
患のことを言います。精神疾患は心の病気です。見てすぐに分かるものではないため、「見えない障
害」とも言われています。そして、この精神疾患に苦しむ人は日本におよそ30人に１人の割合でいる
と言われています。
　私の母も精神疾患を持ち、定期的に病院に通院し、鞄にはヘルプマークがついています。
　母は「何もできない自分が情けない」とよく言っています。私の母は物事を理解したり、覚えたりす
るのに人より少し時間がかかってしまいます。これは手や足が不自由な人と違い、外見からは障害だ
と、はっきりとわかりません。そのため、明らかに嫌そうな顔をされ、煙たがられるような場面が母に
は多々あったそうです。
　今は、買い物にも行けるようになっていますが、そういったことが原因で、少し前までは買い物に
も行けませんでした。そんな母に私は、学校であったことなどをよく話します。母は私が何か相談を
するといつも真剣に話を聞いて、一緒に改善策を考えてくれます。私は誰よりも人の心に寄り添える
母のことが大好きです。
　今、学校では、多様性や差別について学ぶ機会があり、誰もが幸せになれるような世を作ろうとす
る動きが活発になっているので、障害への考え方は良い方向へと進んでいっているように感じると
思います。しかし、精神疾患という見えない障害に対する理解があまり進んでいないように私が感じ
てしまうのも、事実です。
  これは、姉から聞いた話ですが、姉が同じクラスの子と話していた際、精神疾患の話が話題に上
がったそうです。その時「病院になんて行ったら終わり」と言われたそうです。また、私の周りでも「精
神疾患なんてただの甘え」「みんな辛いことがあっても我慢しているのになんで我慢できないの？」
という心無い言葉が聞こえてきたことがありました。考え方は人それぞれだと思います。言いたいこ
ともなんとなく分かります。しかし、これらの言葉を聞いて、私は胸のあたりを締め付けられるよう
な、そんな苦しさを覚えました。
　障害の有無に関わらず、誰もが幸せだと思える世をつくるには、「もし自分が相手の立場だったの
なら…」と考えることが大切だと思います。そんなことを少し考えるだけでも、世界は自然とお互い
に手を差し伸べ合える優しい世界に変わっていくのではないでしょうか。
　私の将来の夢は心理カウンセラーになることです。助けを求める人の心の支えに少しでもいいか
らなりたいという思いから心理カウンセラーを目指すようになりました。苦しむ母を近くで見てきた
からこそできる仕事だと思っています。
　初めに伝えた通り、私の母は、「自分が情けない」と言います。しかし、精神疾患を持っている、とい
うことはそんなに悪いことでしょうか。目に見える障害を個性というのならば、目に見えない障害も
同じ一つの個性だと私は考えます。世界中にいる精神疾患で苦しむ人達が周りから正しい理解を受
け、生きやすい社会になっていくことを心から祈っています。
　最後にもう一度だけみなさんに問います。あなたは「精神疾患」と聞いて何を思いますか？

　皆さんは日本にいる要介護者の人数がわかりますか？約708万人です。つまり、日本国民の約5％
が、生活に介護や支援が必要な人なのです。私の祖父と祖母もその約5％の中に入っています。近年
では少子高齢化も進み、要介護者は年々増え続けています。生命保険文化センターの資料による
と、2019年から2023年の間に40万人も要介護者が増えていることがわかります。私は要介護者の
人数が増え続ける世の中で、要介護者が残りの約95％の人たちに認知され、支えてもらえる世の中
にしたいと思っています。
　去年、今まで元気だった祖父と祖母がほとんど同時期に体調を崩し入院しました。二人が入院し
ている間、私はお見舞いに行くことができなかったので、二人の様子がわかりませんでした。しか
し、祖母が退院してきて家に帰ってきた時、私はとても驚きました。たった数週間の入院でも、祖母
はずっと病室で過ごしていたため、前よりも声が掠れており、歩く時は足元がおぼつかない様子で
した。元々足が悪かった祖父においては、より一層歩くスピードが遅くなり、今は訪問看護の方と一
緒に家でリハビリを続けています。今までできていた家族全員での旅行はもちろん、外食も困難に
なりなした。そんな体験や、それまでにあった二つのことを通して、私の高齢者に対する気持ちは変
わっていきました。
　一つ目は、小学生の頃に学校で高齢者体験をしたことです。見えづらくなった目は黄色く濁った
ゴーグル、感覚の鈍くなった手は分厚い手袋、遠くなった耳はヘッドフォン、ふらつく足元は左右差
のある重り、それらを全て身につけて校内を歩いた時は正直誇張しすぎだと思いました。しかし、そ
の時見たクラスメイトの姿と、退院してきた祖父母の姿が重なったのです。
　二つ目は、コンビニに行った時に上手くお金が財布から取り出せず焦っている高齢の方を見たこ
とです。何度も何度も申し訳なさそうに「ごめんなさいね」と、レジをしている人や後ろに並ぶ人に
言っていました。私は祖父や祖母の様子を見ていたので、自分が思うようにできない人に対しての理
解がありました。しかし、後ろに並んでいた人は、そういった人への理解がなかったのか、とても苛
立った様子で何かをブツブツと呟いていました。私の祖母は積極的に家事を手伝おうとしてくれま
す。しかし、お皿を割ってしまうことや細かいところまで家事をやり切ることができなくなっていま
す。そんな祖母の姿と、コンビニの高齢の方との姿が重なりました。私の祖父や祖母も、もしかした
らこんな扱いを他の人から受けていた時があったのかもしれないと思い、胸が苦しくなりました。
　生命保健文化センターの資料によると、要介護者になるきっかけの多くは、認知症、脳血管疾患、
転倒、骨折です。しかし、私の祖母はこのどれでもありません。私の祖母の場合は入院生活による衰
弱がきっかけです。どれほど元気な人でもあるきっかけで要介護者になることがあります。要介護
者多くの人は一人で外出することが難しいため、きっと皆さんが外で出会う機会は多くないと思い
ます。しかし、要介護者の中には介護度が低く私が出会ったコンビニの高齢者のように一人で買い
物にくる人もいます。もし皆さんが外で要介護者や高齢の方と関わることがあった時は「動きが遅
くてイライラする」という思いをもつのではなく「思うように動かせない体でも一生懸命頑張ってい
るのだな」という思いをもち、応援してほしいです。そして、要介護者や高齢の方々が、介護を必要と
しない人たちに、より認識され、支えてもらえるような社会になっていくことを心から願います。

精神疾患に正しい理解を 要介護者、高齢者の方々が住みやすい社会に　

西可児中学校 2年　山本 葵葉さん　西可児中学校　2年 太田 結菜さん

-2- -3-



　皆さんは「精神疾患」と聞いて何を思いますか？
　精神疾患、最近ではよく耳にする言葉ですが具体的にどんなものか知らない人も多くいると思い
ます。精神疾患とは気分の落ち込みや幻覚・妄想など、思考や感情・行動にさまざまな影響のでる疾
患のことを言います。精神疾患は心の病気です。見てすぐに分かるものではないため、「見えない障
害」とも言われています。そして、この精神疾患に苦しむ人は日本におよそ30人に１人の割合でいる
と言われています。
　私の母も精神疾患を持ち、定期的に病院に通院し、鞄にはヘルプマークがついています。
　母は「何もできない自分が情けない」とよく言っています。私の母は物事を理解したり、覚えたりす
るのに人より少し時間がかかってしまいます。これは手や足が不自由な人と違い、外見からは障害だ
と、はっきりとわかりません。そのため、明らかに嫌そうな顔をされ、煙たがられるような場面が母に
は多々あったそうです。
　今は、買い物にも行けるようになっていますが、そういったことが原因で、少し前までは買い物に
も行けませんでした。そんな母に私は、学校であったことなどをよく話します。母は私が何か相談を
するといつも真剣に話を聞いて、一緒に改善策を考えてくれます。私は誰よりも人の心に寄り添える
母のことが大好きです。
　今、学校では、多様性や差別について学ぶ機会があり、誰もが幸せになれるような世を作ろうとす
る動きが活発になっているので、障害への考え方は良い方向へと進んでいっているように感じると
思います。しかし、精神疾患という見えない障害に対する理解があまり進んでいないように私が感じ
てしまうのも、事実です。
  これは、姉から聞いた話ですが、姉が同じクラスの子と話していた際、精神疾患の話が話題に上
がったそうです。その時「病院になんて行ったら終わり」と言われたそうです。また、私の周りでも「精
神疾患なんてただの甘え」「みんな辛いことがあっても我慢しているのになんで我慢できないの？」
という心無い言葉が聞こえてきたことがありました。考え方は人それぞれだと思います。言いたいこ
ともなんとなく分かります。しかし、これらの言葉を聞いて、私は胸のあたりを締め付けられるよう
な、そんな苦しさを覚えました。
　障害の有無に関わらず、誰もが幸せだと思える世をつくるには、「もし自分が相手の立場だったの
なら…」と考えることが大切だと思います。そんなことを少し考えるだけでも、世界は自然とお互い
に手を差し伸べ合える優しい世界に変わっていくのではないでしょうか。
　私の将来の夢は心理カウンセラーになることです。助けを求める人の心の支えに少しでもいいか
らなりたいという思いから心理カウンセラーを目指すようになりました。苦しむ母を近くで見てきた
からこそできる仕事だと思っています。
　初めに伝えた通り、私の母は、「自分が情けない」と言います。しかし、精神疾患を持っている、とい
うことはそんなに悪いことでしょうか。目に見える障害を個性というのならば、目に見えない障害も
同じ一つの個性だと私は考えます。世界中にいる精神疾患で苦しむ人達が周りから正しい理解を受
け、生きやすい社会になっていくことを心から祈っています。
　最後にもう一度だけみなさんに問います。あなたは「精神疾患」と聞いて何を思いますか？

　皆さんは日本にいる要介護者の人数がわかりますか？約708万人です。つまり、日本国民の約5％
が、生活に介護や支援が必要な人なのです。私の祖父と祖母もその約5％の中に入っています。近年
では少子高齢化も進み、要介護者は年々増え続けています。生命保険文化センターの資料による
と、2019年から2023年の間に40万人も要介護者が増えていることがわかります。私は要介護者の
人数が増え続ける世の中で、要介護者が残りの約95％の人たちに認知され、支えてもらえる世の中
にしたいと思っています。
　去年、今まで元気だった祖父と祖母がほとんど同時期に体調を崩し入院しました。二人が入院し
ている間、私はお見舞いに行くことができなかったので、二人の様子がわかりませんでした。しか
し、祖母が退院してきて家に帰ってきた時、私はとても驚きました。たった数週間の入院でも、祖母
はずっと病室で過ごしていたため、前よりも声が掠れており、歩く時は足元がおぼつかない様子で
した。元々足が悪かった祖父においては、より一層歩くスピードが遅くなり、今は訪問看護の方と一
緒に家でリハビリを続けています。今までできていた家族全員での旅行はもちろん、外食も困難に
なりなした。そんな体験や、それまでにあった二つのことを通して、私の高齢者に対する気持ちは変
わっていきました。
　一つ目は、小学生の頃に学校で高齢者体験をしたことです。見えづらくなった目は黄色く濁った
ゴーグル、感覚の鈍くなった手は分厚い手袋、遠くなった耳はヘッドフォン、ふらつく足元は左右差
のある重り、それらを全て身につけて校内を歩いた時は正直誇張しすぎだと思いました。しかし、そ
の時見たクラスメイトの姿と、退院してきた祖父母の姿が重なったのです。
　二つ目は、コンビニに行った時に上手くお金が財布から取り出せず焦っている高齢の方を見たこ
とです。何度も何度も申し訳なさそうに「ごめんなさいね」と、レジをしている人や後ろに並ぶ人に
言っていました。私は祖父や祖母の様子を見ていたので、自分が思うようにできない人に対しての理
解がありました。しかし、後ろに並んでいた人は、そういった人への理解がなかったのか、とても苛
立った様子で何かをブツブツと呟いていました。私の祖母は積極的に家事を手伝おうとしてくれま
す。しかし、お皿を割ってしまうことや細かいところまで家事をやり切ることができなくなっていま
す。そんな祖母の姿と、コンビニの高齢の方との姿が重なりました。私の祖父や祖母も、もしかした
らこんな扱いを他の人から受けていた時があったのかもしれないと思い、胸が苦しくなりました。
　生命保健文化センターの資料によると、要介護者になるきっかけの多くは、認知症、脳血管疾患、
転倒、骨折です。しかし、私の祖母はこのどれでもありません。私の祖母の場合は入院生活による衰
弱がきっかけです。どれほど元気な人でもあるきっかけで要介護者になることがあります。要介護
者多くの人は一人で外出することが難しいため、きっと皆さんが外で出会う機会は多くないと思い
ます。しかし、要介護者の中には介護度が低く私が出会ったコンビニの高齢者のように一人で買い
物にくる人もいます。もし皆さんが外で要介護者や高齢の方と関わることがあった時は「動きが遅
くてイライラする」という思いをもつのではなく「思うように動かせない体でも一生懸命頑張ってい
るのだな」という思いをもち、応援してほしいです。そして、要介護者や高齢の方々が、介護を必要と
しない人たちに、より認識され、支えてもらえるような社会になっていくことを心から願います。

精神疾患に正しい理解を 要介護者、高齢者の方々が住みやすい社会に　

西可児中学校 2年　山本 葵葉さん　西可児中学校　2年 太田 結菜さん

-2- -3-



※全て原文通り掲載しております

　皆さんの考える“性別”とは何ですか？
　私は“性別”とは人々に分け与えられた「色」だと考えています。なぜなら「色」とは個性をはっきり
と示し、自分を表現してくれるものだからです。“性別”と「色」は一見何の関係もないと思いがちです
が、そうでもないのです。“性別”と「色」は共通点があり、誰しもが持っているものでもあります。だ
から、私は“性別”を「色」だと考えます。
　近年では“性別”を別の言い方で“ジェンダー”とよぶことがあります。“性別”は生物学的に『男性
（オス）』か『女性（メス）』かを指す言葉です。しかし、“ジェンダー”は社会的・文化的な性を指します。
このように“性別”と“ジェンダー”は違う意味だということが分かります。また、世の中の“性別”に
はたくさんの種類があります。皆さんの知っている“性別”はほんの少しではないのでしょうか。例え
ば、『LGBTQ＋』。皆さんはこの言葉を知っていますか？これは、“性別”です。それぞれを言い換える
と、“L”はレズビアンで女性を恋愛対象とする女性のこと，“G”はゲイで男性を恋愛対象とする男性
のこと、“B”はバイセクシュアルで男性と女性の両方に恋愛感情を抱くセクシュアリティの存在，“T”
はトランスジェンダーで体の性と自身が認識する“性別”が異なる人，“Q”はクエスチョニングで自分
の性自認や性的指向が定まっていない人または、あえて定めていない人のことなどを言います。私
は、この『LGBTQ＋』という言葉を学校の道徳の授業で知り、“性別”とは何かを考えさせられまし
た。この授業がより深く知ろうとするきっかけになったのです。私は、この『LGBTQ＋』という言葉を
知ってから、私自身の“性別”にも少し違和感を覚えるようになりました。私は、好きな物事が女性ら
しくないのではないか、と思うのです。例えば髪型でいうと、ロングヘアよりボーイッシュな感じの髪
型の方が自分には似合っていると思ったり、ひらひらで可愛いスカートより、ビシッとしたクールな
ズボンの方が好きだったりします。また、制服選択の時にスカートかスラックスかで悩みました。この
ように、女性らしくない方を選択することがありましたが、今考える私自身の“性別”はまだ分かりま
せん。それは、日によってなりたい自分が変わるからです。この日は、「可愛い服が着たい！」や、この
日は、「ポップな感じの服が着たい！」などと表現したい自分がはっきりと明確になっていないことが
原因です。このような経験から私以外にも性で悩んでいる人が世の中にはいるのかもしれない、と
思いました。制服選択の場面では、その日のありのままの自分がさらけ出せない自分、スカートにし
ようかスラックスにしようか一つ選ぶだけなのに、ずっと迷っている自分がいました。『スラックスに
したら、みんなにからかわれてしまうかもしれない…でも、スカートにしたら、自分なのに自分じゃな
いみたい…』心が不安でいっぱいになった時、母からの言葉を思い出しました。
　「ありのままの自分が一番。あなたらしく生きてほしい。」
　この言葉が自分自身のどうしようもなく、不安な気持ちを救ってくれたのです。
　あなたの身の周りで性について悩んでいる人はいませんか？もしいたら、そっと声をかけて勇気づ
けてあげてください。
　最後に、私が皆さんに伝えたいことは、まず皆さんが“性別”に対しての考え方と意識を持つこと
が大切だということです。この発表を通じて、皆さんの“性別”に対する意識が少しでも変わること
を願っています。また、“性別”で悩んでしまっている人が『ありのままの自分で生きてていいんだ』と
思えるような多様性の社会を創っていきませんか？

性の多様性が受け入れられる社会へ
広陵中学校　２年 富岡 紗雪

　僕はタガメが大好きです。タガメは水中に住む虫の中で最大の虫で、きれいな水の中でしか生き
ることができません。昔は日本のどこにでもいた虫ですが、今では環境破壊や農薬の使用などに
よって絶滅危惧種になり、とても珍しい虫になっています。
　僕は、小学3年生の時にタガメを見つけたことがきっかけで、毎年研究を続けています。僕はタガ
メを守りたいという思いで、今では埼玉県まで行ってタガメ好きの仲間と交流したり、タガメを守る
活動をしています。そうしているうちにタガメが減ってしまった原因である環境問題についても考え
るようになりました。
　普段僕は学校に登校する時に道のわきにお菓子のゴミが落ちているのをよく見ます。僕や僕の家
族はゴミが落ちていたら拾うように心がけています。それは、タガメが僕たちに教えてくれたからで
す。僕は今までゴミのポイ捨ては何となく悪い感じがしたし、ポイ捨て自体が良くないと思う程度
で、出たゴミは持ち帰るようにしていました。時には、落ちているゴミを見ても正直汚そうで触りたく
なかったし、ゴミが環境を壊すという実感がわかなかったので、拾わず通り過ぎていたこともありま
した。しかし、そんな僕の意識を変えたのは大好きなタガメでした。
　僕がタガメを探していた時の出来事です。その当時、二年前にタガメが見つかったという情報があ
る水辺に行きました。その時、タガメは見つからなかったものの、きれいな環境でしか生きられない
虫がたくさんいました。僕はその環境を見てこれからもずっと残していかないといけない環境だと思
いました。
　しかし、その約2年後再びその場所に行った僕はその場所を見て衝撃を受けました。水面には油が
たくさん浮き、缶、お菓子のゴミ、レジ袋がたくさんありました。生き物を探してみましたが、前にいた
生き物は一匹も見つからず、他の生き物もほとんどいませんでした。僕は、今まで生き物の宝庫でき
れいな環境だったところがたった二年でゴミだらけになり、生き物もいなくなってしまったのを見
て、とても悲しくなりました。この出来事があってから、ゴミは環境を破壊してしまう事を実感し、小
さなゴミでも道に落ちていたら拾うようになりました。ゴミによる環境問題の事を人事だと思ってい
たけど、大好きな虫達がそのせいで姿を消していると考えると、少しでもゴミを拾って環境をよくし
たいと思うようになりました。
　そんな思いもあり、去年は帷子地区のゴミ拾いボランティアにも参加しました。このボランティア
では水田のゴミ拾いをします。始まる前はゴミがたくさん落ちていましたが、みんなが一生懸命ゴミ
拾いをしたことで最終的には水田がきれいになりました。ここで感じた事は、一人一人が拾ったゴミ
の数は少なくても、みんなで拾えばあっという間にきれいになるという事でした。ただ、その逆もあ
ります。一つくらいゴミを捨てても問題ないという考えの人がゴミを少しずつだとしても捨てていく
と、あっという間にゴミがたまり、豊かな環境が破壊されていくということです。タガメを育て、ボラ
ンティアを通して今、僕は強く思うことがあります。一人一人の小さな行動が環境をよくする事もあ
り、悪くする事もあり、それによって生き物が減ってしまう事もあるという事です。小さな行動でも、
一人一人が自分事として環境の事を考えた行動をしていれば、必ずみんなが暮らしやすい環境にな
ると思います。人が、他の生き物の居場所を奪っていいということはありません。みなさんも今日か
ら、どんなに小さなゴミでも拾うことから始めてみませんか？

タガメから学ぶ未来へ繋がる小さな行動
広陵中学校　2年 野村 旺汰
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大きな声で「おはようございます」
　今年度もあいさつを通して大人と青少年との信頼を深め、進んで「おはようございます」と言える子を育てるために
「あいさつ運動」を行いました。広陵中学校、西可児中学校、帷子小学校、南帷子小学校で、生徒、先生、PTAの協力を得
ました。子供たちの大きな声のあいさつで朝から元気を貰い、気持ちの良い一日のはじまりになりました。

心に響く熱い思い「わたしの主張2025」
　少年の主張可児市大会「わたしの主張2025」が6月14日（土）、可児市文化創造センター主劇場で開かれました。市内
6中学校（各校代表者2人）から選ばれた12人の生徒が自らの主張を熱く訴えました。
　最優秀賞には伊賀井雫さん（中部中学校）の「多文化共生のまちを目指して」、優秀賞には村田光希さん（東可児中学
校）の「好きな自分を、生きていく」、石原廉さん（蘇南中学校）の「人間らしく」が選ばれました。
　帷子地区からは西可児中学校の太田結菜さん「精神疾患に正しい理解
を」、山本葵葉さん「要介護者、高齢者の方々が住みやすい社会に」、広陵
中学校の富岡紗雪さん「性の多様性が受け入れられる社会へ」、野村旺汰
さん「タガメから学ぶ未来へ繋がる小さな行動」の4人が奨励賞に選ば
れ、自らの主張を正しく理解してもらう為に語る姿からは強い意志が伝 
わってきました。（②③④⑤面に発表全文）
　環境や価値観が大きく変化し多様化するする現代社会において、次世
代を担う子ども達が自らの言葉で真摯に向き合う姿は、非常に頼もし
く、私たち大人の心に響き、多くの気づきを与えてくれました。

　5月18日(日)に帷子地区センターまつりが開かれ、天気にも恵まれ地域の約3,000人が来場しました。グルメや遊び
など5エリアでそれぞれゲームしたり食べたり、初夏の一日を楽しんでいました。今年はコメ不足もあってお米・野菜販
売コーナーでは長蛇の列も。消防車や自衛隊車両にも乗車体験ができました。
　青少年育成グループは、「むかし遊び」、「リサイクルステーション」を担当。また広陵中学校、西可児中学校の中学生ボ
ランティアや様々な団体が活躍し、会場を盛り上げてくれました。

「青少年健全育成に協力を」街頭啓発と浄化活動
7月6日（日）に西可児駅周辺で青少年の非行・被害防止を目的に地域社会全体で見守っていくための取り組みとし

て、街頭啓発活動を行いました。
　『パレマルシェ』『バロー』『Ｖドラッグ』前で、各種団体の方々と共に、青少年の健全育成に一人でも多くの方に関心を
持ち、協力してもらえるように呼び掛けと啓発グッズを配布しました。
　また同日、育成部員が西可児駅周辺を二手に分かれて、空き缶やごみを拾う浄化活動を行いました。

広陵中学校

西可児中学校

帷子小学校

南帷子小学校
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本センターの機関紙、『ぬくもり』89 号を 11/1 付けで発行致しました。機関紙ぬく

もりは以下の二次元コード(URL:～【機関紙ぬくもり】)からご覧いただけます。 

 

また、各刊行物の紙面につきましては、地区センターにて配布しております。 

 

《可児市人権啓発センター》 

 

 

 

 

す。 

 業務多忙のところお手数をお掛けいたしますが、ご協力の程よろしくお願い申し上

げます。 

 

記 
 

１、送付物  機関紙「ぬくもり」８９号 

２、枚数   全クラス数 

 

 

可児市人権啓発センター 

〒509-0214 

可児市広見 1-5（総合会館 2 階） 

℡/Fax  0574-63-7990 
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後援 可児市 
 

 

 

・高齢者の気分転換活動の意義とは… 

・心も身体も元気になる体操をしよう！ 

・レクリエーションの紹介  など 

☆講演内容☆ 

*可児市人権啓発センター主催 高齢者の人権講演会* 

 生活の質を高める、 

～心も身体も元気になる体操をしよう♪～ 
 

みなさんの楽しみや趣味は何でしょうか？毎日の生活の中で気分転換活動

をすることは、心身ともに良い効果が得られます。 

一人でも、お友達とでも、みんなが楽しめるレクリエーションをご紹介します☆ 

 

 

令和 7年12 月 6 日(土)  
 
13：00～15：00 

（開場 12：45～） 
＜場所＞ 

可児市福祉センター 大ホール 

          可児市今渡 682-1 

       
お申込み方法・期間   お電話・ＦＡＸ・メールにて「お名前」「電話番号」をお知らせください。 

               11月 28 日（金）締切  

お申込み・問合せ    可児市人権啓発センター  TEL/FAX（0574）63-7990 

               可児市広見 1-5 可児市総合会館 2F 

               E-mail jinken.nukumori@gmail.com  

＊定員 50 名  定員になり次第、受付を締め切らせていただきます 

 

入場 
無料 

講師：藤吉 恵美 先生 

岐阜医療科学大学 

看護学部 看護学科 

准教授 

定員 50 名 

  気分転換活動とは!! 
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第 85号　可児市文化協会

事
業
・
予
算
・
役
員
決
定

　

新
緑
の
心
地
よ
い
季
節
の
中
、
四
月
二
十
六
日
に

令
和
七
年
度
総
会
が
可
児
市
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
に

於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
冨
田
成
輝
可
児
市
長
、

澤
野
伸
市
議
会
議
長
、
堀
部
好
彦
教
育
長
、
篭
橋
義

朗
ア
ー
ラ
館
長
を
は
じ
め
と
し
、
小
池
市
民
文
化
部

長
、
藤
本
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
長
、
各
務
事
務
局
長
の
皆

様
を
お
迎
え
し
、
心
温
ま
る
ご
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　

冨
田
市
長
か
ら
は「
文
化
・
芸
術
の
町
、可
児
市
で

そ
れ
を
支
え
る
若
い
方
た
ち
も
参
加
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
最
近
の
物
価
高
騰
の
中
、

円
安
の
影
響
な
ど
で
海
外
か
ら
の
お
客
様
が
増
え
て

い
て
日
本
に
興
味
や
あ
こ
が
れ
を
持
っ
て
お
ら
れ

る
。
自
分
た
ち
が
努
力
し
て
楽
し
む
と
同
時
に
日
本

の
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
、
そ
ん
な

役
割
が
求
め
ら
れ
て
く
る
。
文
化
協
会
が
発
展
し
て

活
動
が
続
け
て
い
け
る
よ
う
願
っ
て
い
る
。」

　

篭
橋
館
長
か
ら
は
「
文
化
に
対
す
る
団
体
と
し
て

長
い
歴
史
を
持
っ
た
文
化
協
会
の
協
力
の
下
に
ア
ー

ラ
が
開
館
し
て
二
十
三
年
経
過

し
た
。会
員
数
の
減
少
の
中
、市

民
の
活
動
を
支
援
さ
せ
て
頂
き

な
が
ら
使
い
易
い
劇
場
を
目
指

し
て
、
こ
れ
か
ら
の
若
い
人
達

が
活
発
に
心
の
豊
か
さ
を
醸
成

（2）

会　

長　
　

成
松　

誠
一　
　

邦
楽
部

副
会
長　
　

出
口
久
美
子　
　

書
道
部

書
記
長　
　

加
藤　

雪
子　
　

邦
楽
部

書
記
補　

※
稲
垣　

隆
子　
　

邦
楽
部

会
計
長　
　

千
藤　

伸
寿　
　

洋
楽
部

理　

事　
　

千
藤　

敦
子　
　

洋
楽
部

　

〃　
　
　

和
田　

豊
子　
　

書
道
部

監　

事　
　

伴
野　

鉦
三　
　

書
道
部

　
　
　
　

※
は
、
理
事
兼
任

で
き
る
よ
う
な
環
境
を
一
緒
に
作
っ
て
い
き
た
い
。」

　

総
会
は
、
会
員
数
一
〇
五
名
に
対
し
て
、
出
席
者

五
一
名
、
委
任
状
提
出
者
三
三
名
、
合
計
有
効
人
数

八
四
名
で
、
会
則
第
十
二
条
に
定
め
る
会
員
総
数
の

三
分
の
二
以
上
を
確
保
す
る
事
が
で
き
成
立
し
ま
し

た
の
で
、
次
の
事
項
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

①　

令
和
六
年
度
事
業
報
告
と
決
算
報
告

　

②　

令
和
七
年
度
事
業
計
画
と
予
算
案

　

③　

本
部
役
員
の

　
　
　

承
認
、
人
事

　

こ
れ
ら
の
議
案
に

つ
い
て
審
議
頂
き
、

監
査
報
告
の
後
、
令

和
七
年
度
の
事
業
計

画
案
並
び
に
予
算
案

と
も
に
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
新
役
員
も
下

記
の
と
お
り
選
出
さ

れ
、
無
事
終
了
し
ま

し
た
。

　

皆
様
の
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

各
委
員
会
役
員

　

会　

報　

委　

員

　
　
　

本　

部　
　

出
口
久
美
子　
　

　
　
　
　

〃　
　
　

千
藤　

伸
寿　
　
　

　
　
　

邦
楽
部　
　

渡
辺　

和
子　
　
　

　
　
　

洋
楽
部　
　

千
藤　

伸
寿　
　
　

　
　
　

書
道
部　
　

出
口
久
美
子

　

研　

修　

委　

員　

　
　
　

本　

部　
　

稲
垣　

隆
子

　
　
　

邦
楽
部　
　

渡
辺　

和
子

　
　
　

書
道
部　
　

伴
野　

鉦
三

　

㏋　

委　

員　
　

　
　
　

本　

部　
　

出
口
久
美
子

　
　
　

邦
楽
部　
　

加
藤　

雪
子

　
　
　

洋
楽
部　
　

千
藤　

伸
寿

　
　
　

書
道
部　
　

出
口
久
美
子

　

以
上　

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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　可児市文化協会は芸術文化の振興、文化水準の向上を目的とし
て活動しております。今後とも文化協会の活動を継続し、郷土の文
化、芸術の発展と地域の活性化のために努力してまいります。何卒
私共の主旨にご賛同いただき、是非とも「賛助会員」となって、側
面からのご支援とご協力を賜りたいと存じます。
※賛助会員の年会費
○年会費は、１口３，０００円です。何口でもご支援ください。
※賛助会員の特典
○賛助会員になっていただいた皆様には、邦楽部・洋楽部の発表
　会へのご案内及び、書道部の作品展へのご案内をいたします。
○「可児市文化協会ホームページ」への掲載と、賛助会員様への
　リンクを設定します。
　上記の他に、「文化協会会報」へ賛助会員様の社名・個人名を
　掲載いたします。

☆カヤバ株式会社様 ☆きもの処 美のり様
☆タイヤ館 可児店様 ☆せんら珈琲 可児店様
☆有限会社 日生様 ☆カフェレスト 花泉様
☆可児かまど本店様 　　　　　　　（順不同）

 部門名 総  数 個人会員 団体会員

 62 0 62

 13 13 0

 21 0 21

 96 13 83

邦楽部

洋楽部

書道部

合 計 

（令和 7 年 8月末現在）

 項　　　　目 本年度予算 前年度実績 増　　 減 備　　 考

 項　　　　目 本年度予算 前年度実績 増　　 減 備　　 考

 前 年 度 繰 越 金 405, 530 444, 151 －38, 621
 会 　 員 　 会 　 費 141, 200 141, 200 0 
 公　的　補　助　金 800, 000 800, 000 0 可児市助成金
 賛　助　会　員　費 48, 000 48, 000 0 3000円×16口
 特　別　積　立　金 0 0 0 
 事　業　参　加　費 150, 000 179, 000 －29, 000 
 雑　　　収　　　入 0 0 0 利息、その他
 計 1, 544, 730 1, 612, 351 －67, 621

 事　　　業　　　費 500, 000 374, 561 125 439 
 部　門　助　成　金 400, 000 359, 000 41, 000 部門年間助成金
 部　門　活　動　費 100, 000 20, 000 80, 000 特別活動助成金
 研　修　助　成　金 150, 000 186, 031 －36, 031 研修旅行助成
 広　　　報　　　費 150, 000 140, 380 9, 620 会報、ホームページ
 消 　 耗 　 品 　 費 50, 000 15, 404 34, 596 印刷、コピー  等
 通　　　信　　　費 5, 000 446 4, 554 切手、はがき  等
 会　　　議　　　費 50, 000 0 50, 000 湯茶等
 総　　　会　　　費 130, 000 110, 999 19, 001 会場費、総会資料
 雑　　　　　　　費 3, 000 0  3, 000
 予　　　備　　　費 6, 730 0  6, 730
 返　　　還　　　金 0 0 0 
 繰　　越　　金（残） 0 405, 530 －405, 530
  計 1, 544, 730 1, 612, 351 －67, 621

（単位：円）

（単位：円）

一 般 会 計
　（収入の部）

　（支出の部）
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邦
楽
部
発
表
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

渡
辺　

和
子

　

昨
年
は
文
化
協
会
邦
楽
部
「
音
・
唄
・
舞
」
の
発

表
会
を
盛
会
に
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
と
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
が
減
少
す
る
中
、
多
く
の
お
客
様
に
足
を
運

洋楽部音楽会風景

西川流三寿生ゆりの会

琴艶会合奏部

　

洋
楽
部
活
動　

  　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

千
藤　

伸
寿

　

平
素
は
洋
楽
部
の
活
動
に
ご
協
力
頂
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
洋
楽
部
の
会
員
が
個
人
会
員

の
み
に
な
り
十
年
と
な
り
、
随
分
と
時
が
経
ち
ま
し

た
。
演
奏
会
の
会
場
も
小
劇
場
か
ら
ロ
フ
ト
へ
と
縮

小
し
開
催
を
し
て
お
り
ま
す
。
少
人
数
と
な
り
メ

リ
ッ
ト
も
あ
れ
ば
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
人
数

ん
で
い
た
だ
け
た
こ
と
は
私
た
ち
に
と
っ
て
、
大
き

な
励
み
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
一
歩
一
歩
進

化
発
展
し
て
い
く
こ
と
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
発
表
会
は
十
二
月
二
十
一
日
（
日
）、

ア
ー
ラ
小
劇
場
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。
会
員
一
同

頑
張
っ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
足
を
運
ん
で
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

現
在
、
邦
楽
部
は
六
団
体
で
活
動
し
て
お
り
ま

す
。
詩
吟
・
箏
（
二
団
体
）
・
大
正
琴
・
日
本
舞
踊

（
二
団
体
）
で
す
。
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帷子地区センターまつり

　

書
道
部
の
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部
長　

出
口 

久
美
子

　

可
児
市
文
化
協
会
は
創
立
四
十
二
年
目
に
入
り
、

各
部
門
の
年
齢
層
も
高
齢
に
な
っ
て
き
て
い
る
中
、

日
本
文
化
の
一
つ
で
あ
る
書
道
を
学
び
な
が
ら
日
々

研
鑽
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

書
道
部
で
は
、
年
に
一
度
講
座
を
企
画
し
て
今
年

度
は
写
経
を
勉
強
し
ま
し
た
。
般
若
心
経
の
全
文
を

書
く
こ
と
で
無
我
の
境
地
に
な
り
心
を
落
ち
着
か
せ

て
く
れ
ま
す
。
全
文
書
く
の
に
一
時
間
か
ら
一
時
間

半
か
か
り
ま
す
が
昨
今
の
混
沌
と
し
た
世
相
か
ら
離

れ
て
心
を
無
に
す
る
こ
と
で
気
持
ち
が
洗
い
流
さ
れ

ま
す
。
写
経
を
書
く
に
あ
た
っ
て
は
作
法
が
あ
り
、

ま
ず
は
心
を
落
ち
着
か
せ
て
姿
勢
を
正
し
て
書
写
す

る
こ
と
で
す
。
写
経
は
宗
教
的
な
意
味
だ
け
で
な

く
、
書
道
の
「
集
中
力
向
上
・
ス
ト
レ
ス
解
消
・
心

身
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
」
に
つ
な
が
り
心
の
修
行
に
な
り

編

集

後

記

　

今
年
度
も
皆
様
の
ご
協
力
の
お
陰
で
、
無
事
に
発

行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
後
と
も
文
化
協
会
を
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　

編
集
委
員
長　

出
口　

久
美
子

　

ご
意
見
、
活
動
状
況
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
原
稿
は
左
記
宛
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
　

可
児
市
下
恵
土　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　
　
　
　
　

文
化
協
会
会
報
編
集
委
員
会

　

連
絡
先　

出
口　
　
　
　
　
　
　

電
話
〇
五
七
四
（
六
五
）
九
二
六
九

が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
で
非
常
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成

が
楽
に
な
り
又
、
出
演
者
が
満
足
ゆ
く
持
ち
時
間
を

得
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
ロ
フ
ト

に
変
わ
っ
た
こ
と
で
お
客
様
と
の
距
離
が
と
て
も
近

く
に
感
じ
ら
れ
、
一
体
感
が
持
て
る
な
ど
良
い
こ
と

が
多
く
あ
り
ま
す
。
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
や
は

り
集
客
の
問
題
と
予
算
か
と
思
い
ま
す
。
集
客
に
関

し
て
は
今
の
と
こ
ろ
ロ
フ
ト
が
満
席
に
な
る
状
況
に

な
っ
て
お
り
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
お
聴
き
頂
い
て

お
り
、
そ
れ
ほ
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
と
は
な
っ
て
い
な

い
よ
う
で
す
。
予
算
は
や
は
り
厳
し
い
状
況
で
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
作
成
な
ど
は
、
業
者
の
も
の
で
は
な
く
ペ

ラ
の
用
紙
で
作
る
な
ど
の
工
夫
が
必
要
で
す
。
い
つ

か
は
小
劇
場
で
と
の
声
を
会
員
や
お
客
様
か
ら
聞
き

ま
す
が
と
て
も
開
催
は
難
し
い
様
で
す

　

さ
て
、
今
年
度
の
演
奏
会
で
す
が
、
二
月
又
は
三

月
に
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
決
定
い
た
し
ま

し
た
ら
皆
様
に
周
知
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
す
。
一
文
字
一
文
字
丁
寧
に
書
く
こ
と
で
心
が
静

ま
り
ま
す
。

　

書
道
を
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
人
も
難
し
く
考
え

ず
、
一
度
虚
無
の
境
地
で
筆
を
持
っ
て
挑
戦
し
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
。
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11月号

『高齢者』が『幸齢者』であるために！

・県外から自宅へ無事かえる！

・買い物から自宅へ無事かえる！
・行楽旅行から自宅へ無事かえる！

・横断歩行者優先で福かえる！
・道のゆずり合いで福かえる！
・思いやり運転で福かえる！

・ヘルメット着用で若かえる！
・車より徒歩自転車で若かえる！
・スロードライブ実践で若かえる！

無事かえる

福かえる

若かえる

自転車盗難はロックで撃退!
・防犯情報・

自転車盗難の約７割が無施錠の
状態で被害に遭っています。

施錠はもちろん、
ワイヤー錠など
『ツーロック』で、

大切な自転車を守ろう！

警察からのお願い！
〇自転車から離れる時は、必ず鍵をかけましょう。
〇ワイヤー錠などで『ツーロック』をしましょう。
〇住宅の敷地内や駐輪場でも、必ず鍵をかけま
しょう。

〇自転車の防犯登録をしましょう。

西可児交番
NIAHIKANI KOBAN















 

 

 

 

 

 

 

 

 

 秋の深まりを感じる季節となってきました。秋になると、しばしテレビ番組やラジオなどでは、「食欲の秋」「読書の

秋」「スポーツの秋」などの言葉を耳にし、その内容に即した番組が放映されていますね。みなさんはこの秋、どん

な秋にしようと考えていますか？ 過ごしやすい気候、秋の夜長、たくさんの美味しい食材…ぜひとも、素敵な〇〇の

秋をお過ごしください。 

 さて、今回私は「実りの秋」をテーマとして４月から 10月（前期間）で、各学年がどのような「実り（成長）」をし

たのか、学年主任の先生達にインタビューをしました。以下がその内容です。 

★特別支援学級 

 

 

 

 

 

 

★１年生 

 

 

 

 

 

 

★２年生 

 

 

 

 

 

 

★３年生 

 

 

 

 

 

 

学年という大樹にそれぞれの「実り」を確実につけた前期でした。この大樹につけた果実をさら

に成長させたり、ほかの実をつけたりできるように、毎日の生活の中で「挑戦」「関わり」

「貢献」などの養分を与えて、立派な果実の実った大樹になっていくことを願っています。 

R７ 校報第 8号 

号 

可児市立西可児中学校 

令和７年 10月 31日 

日 

〇〇の秋 
３年生学年主任 渡邉 卓実 

ひとりだち 

30 人近い大所帯の A組ですが、今年は学年関係なく仲良くレクをしたり、縦割り掃除をしたり、作業学習をし

たりしながら、例年以上に仲を深めることができています。特に、A組全体で行ったレクでは、3年生が中心となっ

て、声をかけあいながら全員が楽しめるレクを企画・実践しています。一人ひとりを大切にできる私たちだからこ

そ、これからある二つのチャレンジ研修では、これまでにつけた力を発揮して、研修を成功させたいですね。 

学校生活で高めた力を校外学習で実践したり、地域と関わったりすることを通して、名古屋研修での時間行

動、職業講話での聴く力、職業体験での社会性などを学び、磨くことができました。日常生活はもちろん、協友

祭、名古屋研修、DX 学年レク（１・３年生が校外研修中の時間を利用して行った級長主催の大規模レク）など

の行事や各学活等において、去年の経験を生かして自分たちで考えて進めていく自治力を伸ばす姿が多く、後

期の成長がますます楽しみになりました。 

3 年生としての「自覚」と「誇り」が、芽生え、育まれてきた前期でした。まずは、協友祭。自分たちが盛り上がることはもちろ

ん、「他学年」をどう巻き込むか。そのために、どのように関わりを持つかを大切にして、アドバイスをしたり、応援やねぎらいの

言葉をかけたりする取組期間や本番。東京研修に向けて、「相手意識」と「時間行動」をリーダー中心に行い、確かな力をつ

けて、研修で発揮。戻ってきても、付け力を継続させ、さらに高めるためのことを考える。そんな前期間を通して、まずは「自覚」

を持ち、日々の生活の中で当たり前の質を高めそれを、「誇り」に変え始めましたね。 

自分たちの生活を自分自身で作る意識の高まりを感じました。そして、その意識が高まりの裏にあるのは、みなさん一人ひ

とりの視野の広がりだと思います。前期の振り返りではクラスの良い姿をみんなで考え、良い姿を出し合いました。出来上がっ

た表を見てみると、仲間のことをよく見ているなと感心しました。集団としての成長は、私たち１年生一人ひとりの成長につな

がっています。そして、一人ひとりの成長が学年の成長につながっています。そんなことを実感できる前期でした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月の行事予定  
第４ステージ 「貢献」 

※最終下校時刻が二通りある日は、委員会や学年・学級の活
動・部活により決まってきます。詳細は学年通信・部活予定
表をご覧ください。 

日 曜 行  事  等 最終下校 

１ 土   

２ 日   

３ 月 文化の日  

４ 火 実力テスト（1・2 年） 16:15 

５ 水 命を守る訓練⑥ 16:10 

６ 木 太田小公表会 12:45 

７ 金  16:15 

８ 土   

９ 日   

10 月 
後期第２回委員会 

保育実習（３年） 
15:10 16:05 

11 火 
可児市いのちの教育（２年） 

プール（１年） 
16:15 

12 水 プール（２年） 15:10 

13 木 可児市いのちの教育（１年） 16:15 

14 金 プール（３年） 16:15 

15 土 可児市青少年育成シンポジウム  

16 日 
R8PTA 役員選考委員会及び地

区委員選考会 
 

17 月 笑顔の学校公表会 14:55 

18 火 プール（２年） 15:30 

19 水 響繋祭（ala） 16:20 

20 木 可児市いのちの教育（３年） 16:10 

21 金 
プール（３年） 

教育実習終了 
15:55 

22 土   

23 日 勤労感謝の日  

24 月 振替休日  

25 火 プール（２年） 16:10 

26 水 プール（３年） 12:45 

27 木 
三者懇談（３年） 

二者懇談（１・２年） 
14:30 

28 金 

プール（２年） 

三者懇談（３年） 

二者懇談（１・２年） 

14:30 

29 土   

30 日   

         響 繋 祭 

 今年度も、下記の通り西可児中学校の合唱祭で

ある「響繋祭」を開催します。 

 「学級目標の具現」「自信や誇りをもつ自己の成

長」「合唱を通した追究する態度の育成」「合唱の

価値への気付き」など、響繋祭を通して多くの高

まりを目指します。 

 すぐーるにて詳細をお伝えして 

あります。ご確認ください。 

・期日：令和７年１１月１９日（水） 

・場所：可児市文化創造センター ala 

R8ＰＴＡ本部役員選考会及び 

各地区別役員選出会に向けて 
 

 令和８年度「ＰＴＡ本部役員選考会」及び「各地区
別の役員選出会」を次の日程で開催予定です。 

 
■令和７年１１月１６日（日） 
 ・ＰＴＡ本部役員選考会   ９：３０～１０：２０ 
 ・各地区別の役員選出会 １０：３０～１１：３０ 
 
※委任状（１０月６日提出締め切り）をご提出いた
だけていない新３年生末子の保護者様はご参加
ください。 

 
■令和７年１０月２９日（水） 
 ・令和８年度ＰＴＡ本部役員選考委員会 
                  １９：００～（会議室） 
※ＰＴＡ本部役員及び各地区長の参加をお願いし
ます。 

 

 
【１２月の主な行事予定】※変更となる場合があります。 

・～３日（水）三者懇談（３年）二者懇談（１・２年）     ・１６日（火）実力テスト（３年） 

  ４日（木）愛の一声運動                  ・１８日（木）３年生応援週間（～２４日） 

・ ５日（金）ひびきあいの日⑥               ・２５日（木）ＮＰ掃除 

・１１日（木）ＰＴＡ代議員会                 ・授業終了日 

・１２日（金）消費生活講座⑥                ※１月は７日（水）に登校スタートです！ 

教育相談について 

お子さんについての不安や悩みについて、カウ

ンセリングや家庭訪問、相談をご希望の場合は、

教育相談担当（中島）までお電話ください。 

・１１月のスクールカウンセラー来校日 

5日（水）,12日（水）,２6日（水） 

・１１月のスクール相 談 員 来 校 日 

7日（金）,1４日（金）,2１日（金） 



  

 

 

 

 

 

          

学校の教育活動を実施する上で基準となる学習指導要領において、運動会は、特別活動の中の「学校行

事」という内容に位置付きます。学校行事は、全校又は学年の児童で協力し、 よりよい学校生活を築くため

の体験的な活動を通して、集団への所属感や連帯感を深め、公共の精神を養うこと等を目標としています。 

運動会が該当する「健康安全・体育的行事」では、「運動に親し

む態度の育成、責任感や連帯感の涵養、体力の向上などに資す

るようにすること」が求められています。「運動に親しむ態度」に

は、運動を行うことはもちろん、見たり応援したりして楽しむこ

とも含まれると思います。運動を行う楽しさには、競い合って勝

つ喜びだけでなく、 練習を通して技を追求し、上達することなどもあります。他学年の演技や競技の一生

懸命な姿に感動したり、見事なプレーに憧れたりするとともに、同じ団の仲間の気持ちに共感し、喜んだり

くやしさを味わったりすることもあると思います。これらすべてを含めた楽しさこそ運動会の教育的意義だ

と思います。 

けれどもそもそも運動が得意ではない子、大きな音や声、集団での活動が苦手な子もいます。どの子も

運動会の楽しさを味わうことができるような種目などの環境の配慮も必要だと感じます。 

今年は厳しい残暑が続き、練習時における熱中症の心

配が１０月になっても続きました。また、学校における働

き方改革の推進の観点から、限られた時間の中で最善を

尽くすことが求められています。ねらいを明確にした上

で内容と開催時期を考えていく必要性を感じています。  

岐阜県可児市立春里小学校 

令和７年１０月 29日 № ８ 
自分がすき 友達がすき 春里小がすき 春里がすき 

 

６の１をはじめとして、白団のいろいろな学級が、朝、青空、昼休みに、校長先生が言っていた「わたしか

ら あなたと」のように、自分から仲間に応援練習の提案をしたり、仲間と競技の練習をしたりする姿が

多くてよかった。                              （白団応援リーダー 武藤 怜亜さん） 

みんなが心のこもった応援を大きな声でしていてすてきだと思いました。一人一人が全力をだして、と

てもがんばっていて、心に残る最高の運動会になりました。   （赤団応援リーダー 藤本 すず風さん） 

５，６年ソーラン節 

ミナモちゃんが１，２年生

を応援（ミナモダンス） 



日 曜 主な行事

1 土

2 日

3 月 文化の日

4 火 委員会　代表委員会　ボッチャ体験 ２ ： ００ ２ ： ５０ ２ ： ５０ ２ ： ５０ ３ ： ４０ ３ ： ４０

5 水 クラブ（３年生見学） ２ ： ５０ ２ ： ５０ ３ ： ４０ ３ ： ４０ ３ ： ４０ ３ ： ４０

6 木 ALT　SC来校 ２ ： ００ ２ ： ００ ２ ： ５０ ２ ： ５０ ２ ： ５０ ２ ： ５０

7 金 PTA読み聞かせ ２ ： ５０ ２ ： ５０ ２ ： ５０ ３ ： ４０ ３ ： ４０ ３ ： ４０

8 土

9 日

10 月
参観日　秋の読書週間（～１４日）
ＰＴＡ役員抽選会 ２ ： ５０ ２ ： ５０ ２ ： ５０ ２ ： ５０ ２ ： ５０ ２ ： ５０

11 火
ふるさと魅力体験学習（５年生）
３年生社会見学　家庭教育学級給食試食会 ２ ： ００ ２ ： ５０ ２ ： ５０ ３ ： ４０ ３ ： ４０ ３ ： ４０

12 水 研究会議のため５時間授業 ２ ： ５０ ２ ： ５０ ２ ： ５０ ２ ： ５０ ２ ： ５０ ２ ： ５０

13 木
ALT ２年生校外学習予備日 SC来校
SF　クラブ（３年生見学） ２ ： ００ ２ ： ００ ３ ： ４０ ３ ： ４０ ３ ： ４０ ３ ： ４０

14 金
命を守る訓練５ｈ
ココロとカラダワークショップ１年生 ２ ： ５０ ２ ： ５０ ２ ： ５０ ２ ： ５０ ２ ： ５０ ２ ： ５０

15 土

16 日

17 月
笑顔の学校公表会のため午前授業

PTAあいさつボランティア
１ ： １５ １ ： １５ １ ： １５ １ ： １５ １ ： １５ １ ： １５

18 火
ペットボトル回収　３年生豆腐作り
委員会活動 ２ ： ００ ２ ： ５０ ２ ： ５０ ２ ： ５０ ３ ： ４０ ３ ： ４０

19 水 ６年生４時間授業 ２ ： ５０ ２ ： ５０ ３ ： ４０ ３ ： ４０ ３ ： ４０ ２ ： ００

20 木 修学旅行（1日目） ２ ： ００ ２ ： ００ ２ ： ５０ ２ ： ５０ ２ ： ５０

21 金 修学旅行（２日目） ４年生福祉施設交流会 ２ ： ５０ ２ ： ５０ ２ ： ５０ ２ ： ５０ ２ ： ５０ ６ ： ００

22 土

23 日 勤労感謝の日

24 月 振替休日

25 火 青空かけ足（～１２月）　月曜日　水曜日　金曜日）　委員会 ２ ： ００ ２ ： ５０ ２ ： ５０ ２ ： ５０ ３ ： ４０ ３ ： ４０

26 水 市教研 １２ : ５５ １２ : ５５ １２ : ５５ １２ : ５５ １２ : ５５ １２ : ５５

27 木 SC来校　音楽療法　３年生食指導  クラブ（振り返り） ２ ： ００ ２ ： ００ ２ ： ５０ ３ ： ４０ ３ ： ４０ ３ ： ４０

28 金 ２ ： ５０ ２ ： ５０ ２ ： ５０ ３ ： ４０ ３ ： ４０ ３ ： ４０

29 土

30 日

　

　　　　　　　　行事・下校時刻予定　　　　　　10.21
１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生

＜12月予定＞ SC…4, 11, 18

1日（月） 全校朝会

3日（水） ６年生出前授業中電ウイング

5日（金） PTA読み聞かせ

8日～12日 大掃除週間

9日（火） 市長による授業３年生豆まとめの会

市長講話６年生 委員会

15日（月） 分団チエック 挨拶ボランティア

16日（火） ペットボトル回収

18日（木） クリスマスコンサート

26日（金） 冬休み前最終日 冬季休業日12/27～1/6

写真

参加をお待ちしています。

＜リサイクル・ステーション 9月 ＞
収益を報告します。資源、ありがとうございます。

今後もご協力、お願いします。

段ボール ６６０ｋｇ ９９０円

新聞 ６６０ｋｇ １３２０円

雑誌 ４１０ｋｇ ４１０円

アルミ缶 ４０ｋｇ ２４００円

合計 ５,１２０円（税込）

＜防災＆減災＞ 11月5日は津波防災の日。この日は、1854年の安政南海地震による津波が和歌山県を

襲った際の、「稲むらの火」の逸話にちなんでいます。海や海岸近くへ出かけた際には、地震・津波への対策が

必要です。スマートフォンに防災関係のアプリを入れておくのもおすすめです。

１１月

≪運動会/地域との行事 実りの秋実感！≫
運動会では、赤白どちらの団も、本当に一人一人

が精一杯、力をだしきりました。全力で走り、踊り、応

援する姿、素敵でした。ご参観、声援ありがとうござ

いました。 地域と共に、６年生はゴルフ場体験・採

蜜体験、５年生は稲刈り、３年生はきゅうりハウス見

学、全校では中電ウイングファームとの学習。 地域

の方々に支えられた行事が、本当にありがたいです。

子どもたちの成長を大きく支えています。



回   覧 
                           令和７年 11月 1 日 

関係各位 

                          可児市役所水道課 

 

漏水調査のお知らせ 
  

 日頃は、可児市行政に格別のご理解とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

 この度、漏水箇所の発見、修理の検討を目的とした調査を行うことになりましたのでお

知らせいたします。 

 なお、調査に際しては各戸の水道メーターで音を聞く戸別音聴調査がありますので、ご

理解の上ご協力をお願いいたします。 
記 

業務名   令和７年度 管路診断業務 
調査区域  若葉台・緑・鳩吹台 
調査期間  令和７年 11 月下旬～令和８年２月上旬（予定） 
委託業者  フジ地中情報(株)名古屋支店 担当：三宅 電話：(052)887-1568 
問い合わせ 可児市役所水道課管理給水係 担当：三好・吉田・髙井 
      電話：(0574)62-1111 内線：5103 
調査内容  戸別音聴調査：各戸の水道メーターで音を聞く調査 
      路面音聴調査：道路で音を聞く調査 
      ※昼間に車両通過音等で確認が出来ない場合は、夜間にも実施します 
留意事項  ①宅地内にある水道メーターや止水栓の漏水の有無を調べるため、調査員が 
      お客様の敷地内に入ることがありますので、ご理解とご協力をお願いいたし 
      ます。 
      ②宅地内（水道メーターより道路側）にて漏水の疑いがあるお宅については、 
      後日確認調査のため再度訪問する場合があります。 
      ③調査員については、可児市の公印がある身分証明書を常に携帯し、水道調 
      査の腕章をしておりますので、不審の場合は、身分証明書の提示を求めてく 
      ださい。また、調査員が調査費用等の請求を行うことはありません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   戸別音調（確認）調査図        路面音聴調査図 
 



調査区域図 

 
調査対象地域：若葉台（図中赤）、緑（図中緑）、鳩吹台（図中紫） 

 

 

調査範囲（配水管からメータまで） 

 
 



 

                                         令和７年1１月１日 

関係者各位 

 

可児市長 冨田 成輝 

 

市道50号線舗装修繕工事のお知らせ（夜間工事） 

 

 日頃は、可児市建設行政に格別のご理解、ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

 この度、虹ケ丘地内におきまして、下記日程により舗装修繕工事を行います。     

 （下記参照） 

工事中におきましては、交通規制（下記参照）等ご不便をおかけしますが、ご理解、ご協

力の程よろしくお願いいたします。 

 詳細な日時等は工事案内看板をご覧ください。沿線にお住いの方には、個別で施工業者か

ら案内させていただきます。 

●工事期間  令和７年１１月中旬～令和８年1月中旬  

       （天候等の都合により工期を延長する場合があります。） 

●交通規制  夜間片側通行   21：00～6：00  

      （夜間片側交互通行、昼間開放）  

●施工業者  株式会社 中濃 

       担当 高橋 【電話 62-3081 】 

●問い合わせ 建設部 土木課 道路維持係 

            担当 小池、平川 【電話62-1111（内線2254）】 

回覧 

片側交互通行（夜間施工） 
施工予定 11 月中旬～１月中旬  

虹ケ丘橋 

名鉄広見線 

広陵中学校 

国道 41 号線 



：交通規制箇所

 
【 回覧 】 

                                         令和7年11月1日 

 

関 係 各 位 

 

可児市長 冨田 成輝 

 

令和７年度 鳩吹台地内舗装修繕工事 
 

 日頃は、可児市建設行政に格別のご理解・ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

 この度、下記日程により工事を行いますので、お知らせいたします。 

工事が始まりますと、交通規制等でご不便をおかけしますが、ご理解、ご協力の程よ

ろしくお願いいたします。 

詳しくは、工事案内看板をご覧ください。沿線にお住まいの方には、個別で可児市役

所担当職員、または施工業者から案内させていただきます。 

 

                   記 

 

   ●工事場所   下図参照 

   ●工事期間   令和７年11月下旬～令和8年1月中旬 

（うち実施工は2週間程度）    

          （天候等の都合により工期が延びる場合があります。） 
●交通規制  通行止め（車両） 

   ●工事内容   舗装が古く打ち継ぎ目が多いため、全面舗装を直します。 

   ●施工業者   (株)可茂道路 

担当 井戸 【電話 62-9391 】 

●問い合わせ  建設部 土木課 道路維持係 

担当 三戸 【電話 62-1111（内線2259）】 
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